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民間活力を積極的に導入、実状に合った規制対象の検討を要望

ツ
ー
ル
で
あ
り
、
O
I
M
L

で
も
技
術
基
準
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
製
造
者
は

零
細
企
業
が
多
く
、
指
定
製

造
事
業
者
の
取
得
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
。
浮
ひ
ょ
う
は

重
油
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
比

重
、
密
度
、
濃
度
測
定
に
使

用
さ
れ
、徴
税
に
影
響
す
る
。

使
用
実
態
も
、
技
術
的
知
見

を
有
し
た
も
の
同
士
と
は
い

え
な
い
。
C
N
G
メ
ー
タ
ー

の
規
制
に
つ
い
て
は
、
C
N

G
車
の
増
加
に
伴
い
、
規
制

対
象
で
あ
る
燃
料
油
メ
ー

タ
ー
と
の
整
合
性
を
は
か
る

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
意
見

の
根
拠
を
述
べ
た
。

　
改
正
の
骨
子
や
具
体
的
方

針
に
も
言
及
し
、
J
I
S

マ
ー
ク
と
検
査
証
印
の
混
在

が
与
え
る
ユ
ー
ザ
ー
の
混
乱

を
懸
念
し
た
。
指
定
製
造
事

業
者
制
度
を
再
検
定
品
、
修

理
品
に
ま
で
拡
充
す
る
よ
う

に
、
さ
ら
な
る
民
間
活
力
の

導
入
を
求
め
た
。

個
々
の
再
検
定
品

に
十
分
な
検
証
を

　
日
電
検
は
昨
年
8
月
、
一

般
消
費
者
を
対
象
に
し
た
電

気
計
器
の
適
正
計
量
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
調
査
会

社
を
通
じ
て
独
自
に
行
っ

た
。
池
田
理
事
は
そ
の
結
果

を
紹
介
し
な
が
ら
、
安
心
・

安
全
の
確
保
を
い
か
に
裏
付

け
る
か
を
提
示
し
た
。

　
制
度
全
般
に
関
し
て
は
、

適
正
計
量
に
対
す
る
消
費
者

な
ど
へ
の
意
識
醸
成
、
民
間

活
用
と
安
心
・
安
全
確
保
の

両
立
、
国
際
的
ル
ー
ル
と
の

整
合
性
を
提
言
し
た
。

　
民
間
活
用
の
点
で
は
、
行

政
機
関
が
民
間
の
サ
ー
ベ
イ

ラ
ン
ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と

に
も
柔
軟
に
対
応
す
る
べ
き

と
し
た
。
国
際
整
合
性
に
つ

い
て
は
、
特
定
計
量
器
で
あ

る
電
気
メ
ー
タ
ー
で
、
海
外

製
の
も
の
は
国
内
で
は
ま
だ

な
い
が
、
日
本
の
市
場
規
模

は
世
界
的
に
も
大
き
く
、
型

式
承
認
を
希
望
す
る
企
業
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
国
際
的
な

ル
ー
ル
に
配
慮
し
つ
つ
信
頼

性
を
確
保
し
た
計
量
制
度
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。
指
定

製
造
事
業
者
制
度
を
再
検
定

品
や
修
理
品
ま
で
拡
充
す
る

方
向
性
に
対
し
て
は
、
修
理

品
へ
の
よ
り
適
切
な
品
質
管

理
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
問
題
提
起

　
委
員
に
は
実
際
に
検
定
を

行
う
地
方
自
治
体
職
員
も
加

わ
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
作

業
を
想
定
し
た
質
問
が
出

た
。
指
定
製
造
事
業
者
制
度

の
拡
大
で
は
、
据
付
型
の
燃

料
油
メ
ー
タ
ー
を
再
検
定
す

る
場
合
、
工
場
出
荷
時
と
同

等
の
条
件
で
校
正
で
き
る
の

か
、
と
い
う
指
摘
に
対
し
、

企
業
が
指
定
製
造
事
業
者
と

し
て
の
責
任
に
お
い
て
取
り

組
む
と
答
え
た
。
C
N
G

メ
ー
タ
ー
は
高
圧
で
検
定
が

難
し
く
、
技
術
的
に
困
難
で

は
な
い
か
と
い
う
疑
問
に

は
、　
産
業
技
術
総
合
研
究

（独）

所
の
小
島
孔
W
G
委
員
が
、

技
術
基
準
は
定
ま
り
つ
つ
あ

る
の
で
、
実
態
に
応
じ
て
検

討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

発
言
し
た
。

　
検
査
・
検
定
制
度
と
J
I

S
マ
ー
ク
混
在
へ
の
懸
念
に

つ
い
て
は
、　
製
品
評
価
技

（独）

術
基
盤
機
構
の
岩
崎
義
博
委

員
が
、
J
I
S
マ
ー
ク
は
あ

く
ま
で
第
三
者
認
証
の
ひ
と

つ
の
例
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る

「
安
全
4
法
」
は
強
制
法
で

あ
る
が
、
す
べ
て
第
三
者
認

証
に
基
づ
い
て
い
る
、
と
す

で
に
活
用
し
て
い
る
例
を
挙

げ
て
説
明
し
た
。

　
と
く
に
ガ
ラ
ス
製
体
温
計

に
つ
い
て
は
、
検
定
制
度
は

品
質
管
理
や
企
業
保
護
の
側

面
も
果
た
し
て
い
た
事
実
も

見
逃
す
べ
き
で
は
な
い
、
と

い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

　
2
月
　
日
開
催
の
計
量
制

21

度
検
討
小
委
員
会
で
も
、
骨

子
が
議
論
さ
れ
る
。
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会
合
は
、
ま
ず
前
回
議
事

録
の
確
認
が
行
わ
れ
、
委
員

の
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

　
新
た
な
「
第
1
W
G
の
方

向
性
（
骨
子
）」
を
た
た
き
台

に
、
計
工
連
伊
藤
専
務
理
事

が
計
量
器
製
造
事
業
者
の
立

場
か
ら
、
ま
た
検
査
機
関
と

し
て
日
電
検
池
田
理
事
が
意

見
を
述
べ
た
。

骨
子
の
修
正
点

　
今
回
配
付
さ
れ
た
骨
子

は
、
昨
年
　
月
　
日
開
催
の

11

30

前
回
会
合
で
提
示
さ
れ
た
案

に
、
委
員
の
意
見
を
反
映
さ

せ
た
も
の
。

　
前
回
骨
子
の
各
部
分
に
変

更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ほ

か
、具
体
的
方
針
の
項
目「
⑪

そ
の
他
」
と
し
て
、
茨
初
回

検
定
品
に
適
用
が
限
ら
れ
て

い
る
指
定
製
造
事
業
者
制
度

を
再
検
定
品
・
修
理
品
ま
で

適
用
で
き
る
よ
う
に
拡
充
す

る
、
芋
消
費
者
保
護
の
観
点

か
ら
規
制
対
象
外
と
す
る
こ

と
が
不
適
当
と
考
え
ら
れ
る

計
量
器
に
つ
い
て
は
、
事
業

者
に
よ
る
技
術
基
準
へ
の
適

合
義
務
を
課
す
制
度
を
創
設

す
る
、
鰯
地
方
自
治
体
が
現

在
行
っ
て
い
る
検
査
・
検
定

制
度
は
す
べ
て
民
間
が
担

い
、
自
治
体
は
立
入
検
査
、

啓
発
、検
査
機
関
等
の
指
導
・

監
督
な
ど
と
い
っ
た
市
場
監

視
的
役
割
に
特
化
す
る
こ
と

を
中
長
期
的
に
検
討
す
る
、

と
い
う
3
つ
の
案
が
新
た
に

掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

指
定
製
造
拡
充
歓
迎

規
制
対
象
は
再
考
を

　
伊
藤
専
務
理
事
は
、
計
工

連
の
意
見
を
骨
子
に
沿
っ
て

説
明
し
た
。

　
規
制
対
象
か
ら
外
す
こ
と

が
検
討
さ
れ
て
い
る
機
械
式

は
か
り
、ガ
ラ
ス
製
温
度
計
、

密
度
浮
ひ
ょ
う
、
浮
ひ
ょ
う

型
比
重
計
は
規
制
対
象
と
す

る
こ
と
、
ま
た
、
規
制
対
象

に
な
っ
て
い
な
い
C
N
G

メ
ー
タ
ー
（
圧
縮
天
然
ガ
ス

充
填
機
）
は
新
た
に
規
制
対

象
と
す
る
こ
と
。
自
動
は
か

り
の
規
制
に
つ
い
て
は
次
回

改
正
時
の
課
題
と
し
、
関
係

部
門
に
お
い
て
規
制
対
象
範

囲
や
検
定
・
検
査
体
制
な
ど

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
、
と
し
た
。

　
機
械
式
天
び
ん
は
薬
局
な

ど
で
高
精
度
の
調
剤
用
と
し

て
使
わ
れ
て
お
り
、
規
制
対

象
外
と
な
れ
ば
精
度
の
維
持

管
理
が
困
難
と
な
る
。
ガ
ラ

ス
製
温
度
計
は
器
差
検
査
の

際
に
標
準
と
な
る
マ
ザ
ー

認
証
制
度
併
存
に
よ
る
混
乱
を
懸
念

　
2
0
0
6
年
初
と
な
る
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会
第
1

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W
G
）
第
4
回
会
合
が
2
月
　13

日
午
後
、
東
京
・
霞
ヶ
関
の
経
済
産
業
省
別
館
9
階
第
9

4
4
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
制
度
見
直
し
の
行
方
を
見
守

る
関
係
者
が
多
数
、
傍
聴
に
詰
め
か
け
た
。
今
回
は
、
委

員
の
意
見
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
せ
た
、
新
た
な
「
第
1

W
G
の
方
向
性
（
骨
子
）」
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
。
花
日
本
計
量
機
器
工
業
連
合
会
（
計
工
連
）
伊
藤
尚

美
専
務
理
事
、
日
本
電
気
計
器
検
定
所
（
日
電
検
）
池
田

義
雄
理
事
が
意
見
を
述
べ
た
。

計
量
制
度
検
討
小
委
第
１
W
G
第
4
回
会
合
開
く
　
     陰
面

問
わ
れ
る
企
業
倫
理
、東
日
本
計
量
器
組
合
統
合
　
　
   
隠
面

北
海
道
計
量
検
定
所
イ
ベ
ン
ト
、
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
・
輸
入
差
し
止
め
申
請
　
　
　
隠
面

団
体
長
年
頭
あ
い
さ
つ
歓
、
寄
稿
・松
本
栄
寿
氏
、
計
量
各
界
の
新
年
交
歓
会
款

韻
面

特
集
・
と
う
き
ょ
う
の
計
量
　
　
　
　
　
　
　
　
  吋
右
宇
面

あ
い
ち
計
測
研
究
会
座
談
会
歓
　
　
　
　
　
　
　
　
     宇
面

私
の
履
歴
書
・
齊
藤
勝
夫（
1
0
6
）、社
説
、計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
　
烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
富
山
計
測
展
全
出
品
企
業
リ
ス
ト
、
訂
正
 羽
面

（　　　　）昭和26年4月4日 
第三種郵便物認可

と
う
き
ょ
う
の
計
量

吋
右
宇
面


